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足助の町並みのほぼ中央にある「重要文化財 旧鈴木家住宅」は、足助の町を
経済・文化・政治の面で支えた「紙屋 鈴木家」の屋敷です。
約4,000㎡（およそ1,230坪）の敷地に16棟におよぶ江戸中期から明治にか
けての建物群が建ち並び、商家の発展過程が見られる遺構として平成25年に
国の重要文化財に指定されました。歴代当主たちは文化活動にも力を入れ、
茶道では尾張徳川家の重臣「渡邉半蔵家」の家臣「都筑宗無」を通じ裏千家の
秘伝を受け、香道では武家の格式を重んじる志野流家元から免許皆伝の書を
出されるなどしています。

茶道・華道と並ぶ日本三大芸道の一つ。貴重な香木を香炉で
薫き、その香りに心傾け鑑賞します。香道では香りを「聞く」
といい、決まったお作法で香りを聞くことを「聞香（もんこう）」
といいます。

重要文化財 旧鈴木家住宅

香道とは香道とは

聞香の楽しみ方の一つに「組香（くみこう）」があります。「組香」
は数種類の香木の香りを聞き分け当てる遊びです。季節など
によって「梅烟香」や「小草香」など様々な組香があります。

組香とは組香とは

組香の中でも代表的で広く知られている有名な組香の一つで
す。5 種類の香木を用いて行うもので、その組み合わせを幾
何学的な模様で表し、それぞれに源氏物語の帖名がつけられ
ています。この幾何学的な模様は和菓子や着物などさまざま
なものにデザインとして用いられています。

源氏香
とは

源氏香
とは

主催・お問合せ先　豊田市文化財課 足助分室  TEL：0565-62-0609 （平日9：00～16：00）


